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「
ダ
ビ
デ
の
町
」
と
「
ミ
ロ
」山

　
崎
　
保
　
興

　
元
来
エ
ブ
ス
人
の
城
砦
で
あ
っ
た
「
シ
オ
ン
の
要
塞
偏
を
ダ
ビ

デ
が
取
得
し
、
こ
れ
が
門
ダ
ビ
デ
の
町
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
サ
ム
エ
ル
記
下
五
・
七
、
九
及
び
歴
代
志
上
一
一
・
五

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
場
合
ダ
ビ
デ
と
そ
の
一
党
が

「
エ
ル
サ
レ
ム
」
へ
行
っ
て
「
そ
の
地
の
住
民
で
あ
る
エ
ブ
ス
人
」

を
攻
め
た
（
サ
ム
エ
ル
記
下
五
・
六
及
び
歴
代
聖
上
一
一
・
四
）
こ
と

が
前
提
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
殊
に
歴
代
志
に
お
い
て
は
「
エ

ル
サ
レ
ム
は
す
な
わ
ち
エ
ブ
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
脈
絡

か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
ー
エ
ブ
ス
、
シ
オ
ン
の
要
塞
ー
ダ
ビ
デ
の
町
と

い
う
同
定
関
係
が
成
立
つ
こ
と
は
雷
う
ま
で
も
な
い
が
、
前
者
と

後
唄
が
必
ず
し
も
同
一
範
囲
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、

ダ
ビ
デ
が
エ
ブ
ス
人
ア
ラ
ウ
ナ
か
ら
門
ダ
ビ
デ
の
町
」
か
ら
北
へ

上
っ
た
地
点
の
台
地
の
一
部
を
入
手
し
た
と
い
う
記
事
か
ら
も
知

ら
れ
る
（
サ
ム
エ
ル
記
下
二
四
・
一
八
一
二
五
）
。
そ
し
て
「
ダ
ビ

デ
の
町
」
が
南
方
丘
陵
上
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
既
に
触
れ
た
。

　
こ
こ
に
ダ
ビ
デ
時
代
の
エ
ル
サ
レ
ム
の
人
口
に
つ
い
て
の
推
計

　
　
（
1
）

が
あ
る
。
王
族
四
〇
、
宮
廷
官
僚
及
び
使
用
人
一
〇
〇
、
常
備
軍

穴
○
○
、
　
外
人
晶
繍
丘
ハ
隊
六
〇
〇
、
　
一
般
官
僚
六
〇
、
　
祭
飴
俄
奉
仕
者

一
〇
〇
、
以
上
の
家
族
四
、
○
○
○
、
総
計
五
、
六
〇
〇
と
な
る
。

一
方
「
ダ
ビ
デ
の
町
」
の
総
面
積
は
約
ご
一
工
ー
カ
ー
（
陽
・
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
で
あ
る
か
ら
居
住
可
能
人
口
は
約
二
、
○
○
○
と
考

　
　
ハ
　
　

え
ら
れ
（
計
糞
基
礎
に
つ
い
て
は
紙
数
の
関
係
で
省
略
）
、
差
引

き
三
、
六
〇
〇
が
町
の
城
壁
の
外
に
居
住
し
た
こ
と
に
な
る
。
都

市
の
周
辺
に
農
村
部
が
付
随
す
る
こ
と
は
古
代
都
市
圏
家
に
つ
い

て
の
常
識
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
い
ず
れ
に
し
て
も
「
エ
ル

サ
レ
ム
」
と
総
称
さ
れ
る
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
自
然
で
あ
り
、
そ
の
後
の
エ
ル
サ
レ
ム
が
専
ら
「
シ
オ
ン
の

要
塞
ご
か
ら
北
方
お
よ
び
販
方
の
丘
陵
地
帯
に
展
開
し
て
ゆ
く
経

過
か
ら
す
れ
ぽ
、
右
の
超
過
人
購
も
主
と
し
て
こ
の
地
域
に
暦
住

区
を
も
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
さ
し
づ
め
こ
こ
で
直
ち
に

念
頭
に
浮
ぶ
の
は
例
の
「
ミ
ロ
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ミ
ロ
」
と
称
さ
れ
る
建
造
物
が
、
丘
の
斜
面
を
利
用
し
て
段

丘
状
に
居
住
面
積
を
拡
大
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
そ
の

…
構
造
上
明
ら
か
で
あ
る
（
前
号
掲
載
「
研
究
ノ
ー
ト
」
参
照
）
。

ダ
ビ
デ
は
　
「
ミ
惚
か
ら
内
の
周
囲
に
橋
下
を
築
い
た
扁
（
サ
ム
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曜

エ
ル
記
下
五
・
九
）
と
さ
れ
、
ま
た
「
ミ
ロ
か
ら
四
方
に
石
が
き
を

築
き
」
（
歴
代
志
上
一
丁
八
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
エ
ブ
ス
入

の
「
シ
オ
ン
の
要
塞
」
が
元
来
保
有
し
て
い
た
ミ
ロ
を
土
台
と
し

て
ダ
ビ
デ
が
囲
壁
を
築
造
し
た
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
列
王
参
上
九
・
一
五
に
よ
る
と
、
ソ
ロ
モ
ン
は
　
「
主
の
宮
と
自

分
の
宮
殿
と
ミ
ロ
と
エ
ル
サ
レ
ム
の
城
壁
と
ハ
ゾ
ル
と
メ
ギ
ド
と

ゲ
ゼ
ル
を
建
て
る
た
め
」
に
強
制
労
働
を
課
し
た
。
神
殿
と
宮
殿

は
「
ダ
ビ
デ
の
町
」
の
北
方
丘
上
に
新
た
に
設
営
さ
れ
た
「
ソ
ロ

モ
ン
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
」
に
属
す
る
が
、
ミ
ロ
は
明
ら
か
に
ダ
ビ

デ
時
代
の
そ
れ
の
増
強
で
あ
り
、
列
王
記
上
＝
・
二
七
の
記
事

と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ダ
ビ
デ
時
代
の
囲
壁
が
一
部
（
恐

ら
く
北
辺
部
）
未
完
成
で
あ
り
、
ソ
ロ
モ
ン
は
そ
こ
に
新
た
に
ミ

ロ
を
建
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
強
し
た
。
こ
の
こ
と
は

同
時
に
（
前
号
で
も
触
れ
た
よ
う
に
）
彼
自
身
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス

と
「
ダ
ビ
デ
の
町
扁
と
を
明
確
に
区
別
し
た
こ
と
に
も
な
る
。
「
ダ

ビ
デ
の
町
の
破
れ
口
」
は
半
面
恐
ら
く
そ
の
ま
ま
北
方
台
地
へ
の

通
路
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ミ
ロ
の
補
強
が

直
ち
に
居
住
区
拡
大
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通

り
で
あ
る
が
、
後
に
」
オ
ペ
ル
」
が
築
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
南
北
の
中
暑
地
帯
（
当
時
は
ま
だ
浅
い
谷
間
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
）
に
も
当
然
人
が
倥
ん
で
い
た
と
考
え
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
前

記
「
エ
ル
サ
レ
ム
の
城
壁
」
と
い
う
の
は
即
ち
こ
の
三
つ
の
部
分

（「

_
ビ
デ
の
町
」
と
「
ソ
ロ
モ
ン
の
ア
ク
瞬
ポ
リ
ス
」
と
両
者
の

中
間
地
帯
と
）
を
総
合
的
に
防
衛
す
る
た
め
の
囲
壁
の
こ
と
に
違

い
な
い
。
こ
の
場
合
そ
の
囲
壁
線
が
東
の
丘
斜
面
の
ど
の
線
を
走

っ
て
い
た
か
は
未
だ
不
分
明
で
あ
る
が
、
後
に
ネ
ヘ
ミ
ヤ
に
よ
っ
．

て
回
復
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
の
城
壁
線
が
丘
の
頂
上
陵
線
に
沿
っ

て
い
た
こ
と
は
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
こ
と
は
前
号
に
も

述
べ
た
）
。

　
と
こ
ろ
で
一
九
七
八
年
夏
に
開
始
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
隊
に
よ

る
最
初
の
「
ダ
ビ
デ
の
町
」
発
掘
調
査
（
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
イ
ガ
ル
・

シ
ρ
教
授
指
揮
）
は
、
既
に
か
つ
て
キ
ャ
ス
リ
ソ
・
ヶ
ニ
ョ
ソ
女

史
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
ギ
ホ
ン
の
愛
息
上
線
斜
面
の
発
掘
（
そ
こ

に
「
ミ
ロ
」
が
発
見
さ
れ
た
）
の
跡
を
、
そ
の
頂
上
部
分
に
お
い

て
更
に
い
っ
そ
う
徹
底
的
に
探
査
す
べ
く
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、

早
く
も
そ
の
最
初
の
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
、
前
記
ネ
ヘ
ミ
ヤ
の
城

壁
遺
構
の
下
部
に
ヒ
ゼ
キ
ャ
時
代
の
巨
大
な
傾
斜
璽
塁
の
部
分
が

　
　
　
（
3
）

露
出
し
た
。
そ
の
後
の
情
報
を
得
て
い
な
い
の
で
以
下
は
推
測
の

域
を
出
な
い
が
、
こ
れ
を
東
の
丘
斜
面
下
方
に
向
っ
て
想
像
上
延

長
し
て
ゆ
く
と
明
ら
か
に
「
ミ
ロ
」
は
そ
の
外
側
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
歴
代
志
下
三
二
・
五
の
記
事
の
関
係
構
造
が

判
然
と
し
て
く
る
。
こ
こ
か
ら
幾
分
飛
躍
的
に
推
論
す
れ
ぽ
、
そ
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も
そ
も
ダ
ビ
デ
時
代
か
ら
「
ミ
ロ
」
の
居
住
区
は
概
ね
城
壁
外
に

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
サ
ム
エ
ル
記
下
五
・
九
の
記
事
は
文

字
通
り
に
了
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
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